










目的:私たちはこれまで、ライ症候群患者血清がミトコンドリア(以下 Mt と略す)の電子伝

達系酵素であるチトクロム C酸化酵素活性に一種の阻害作用を示し、その形式が患者骨格

筋 Mt で著増していたオレイン酸と類似の形式であることを報告した。患者血清の阻害作用

機序を解明するため、オレイン酸を用い、invitroで Mt 膜にどのような変化を起こすかに

ついて検討した。 


